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週の内容を 12 週で進めるようにするために、CJLE では春学期開始前から検討を重ねていった。
本節では、CJLE の打ち合わせの内容について、「科目コーディネーターによる打ち合わせ」、「オ
ンライン担当者連絡会」、「 PT 関連の打ち合わせ、履修相談」の 3 つに分けて、述べていく。
3.1　科目コーディネーターによる打ち合わせ
　2020 年度春学期のオンライン授業化に向けて、科目コーディネーターは、毎回約 2 時間の打











は Zoom と Meet を使用し、LMS は立教大学の Blackboard（以下、Bb）を使用することとした。
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1 時間程度のものが 18 回である。















履修する正規学部 1 年生、正規院生、特別外国人学生に対して、PT を実施している。春学期の
PT は、例年 3 月下旬に実施しているが、今年度は 3 月下旬の時点で、キャンパスに集合し、対
面でのテストを実施することが困難であったため、PT を実施せずにレベル判定を行うことにした。
正規学部 1 年生は、本来 J6、J7、J8 の 3 つのレベルに判定をするが、全員 J6 レベル判定とし、
初年次春学期の「大学生の日本語 A/B 」は J6 レベルで履修をさせるようにした（ 7 節参照）。正
規院生と特別外国人学生は、学生の日本語学習歴、大規模日本語試験の受験歴、送り出し校の日
本語コースの内容等を参考にして、レベル判定を行い、暫定的なレベルを学生に通知することと








　秋学期も対面での PT 実施が困難であったことから、春学期と同様に PT は実施せず、正規院
生と特別外国人学生には「履修相談」の場を設けることとした。秋学期は、大学の方針として、
新規の特別外国人学生の受け入れが激減したことにより、暫定的なレベル判定をしたのは 21 名
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　表 1 は、対面授業とオンライン授業を比較したものである。CJLE で開講されているクラスで






























































・ 電子ファイル（ Word、PDF 等）への
文字入力、タッチペン書き込み
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　CJLE の初級、初中級レベルは、週 3 回生活日本語を学ぶ半期完結の J0 レベル、週 5 回体系的





























を 1 課ごとのファイルに分け、使用する回の 1 週前から期限をつけて Bb に掲載した。学生の
PDF 教材の使用方法は、その学生の電子媒体の使用状況によって異なり、授業に参加しながら
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6.1　J5 ～ J7 文型・文法
　文型・文法クラスにおけるオンライン授業の取り組みとしては、主に Bb を活用したオンライ
ンテストの実施と Zoom のブレイクアウトルームを活用したグループ活動の実施が挙げられる。
　まず、Bb を活用したオンラインテストの実施について述べる。J5 ～ J7 の文型・文法クラスで
は、対面授業においてもオリジナル教材を使用していた。そのため、授業形態の転換に伴う最も
大きな変更点は教材や課題の提示方法とテストの実施方法にある。オンライン授業となり、教材
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とは言い難い。オンライン授業において、特に J6 や J7 のように履修者が 20 人を超える場合、
教師が学生一人ひとりの状況を把握することは難しいというのが一つの原因であるといえる。こ
の点に関しては、今後更なる検討が必要である。
6.2　J5 ～ J7 読解
　オンライン授業にあたり、読解では J5 の読み教材を新たに開発した。J5 はこれまで一部、市
販の読解教材の利用もあったが、2020 年度は全て生教材に差し替え、著作権に配慮して web 上
で読める読み物を中心に扱った。J6 と J7 は従来から生教材を利用していたため、オンライン授
業に伴う教材自体の変更は行っていない。
　教材は Word または PDF を Zoom のチャットで送信して共有したり、Bb で共有したりした。
Web 上に記事がある場合には URL のリンクを貼り、web 上で直接読む形式とした。また、大学
図書館のデータベースで新聞記事を読むことができるため、学外からアクセスするための設定を




































6.3　J5 ～ J7 作文
　2020 年度春学期は Zoom によるオンライン授業を 12 回行った。授業では、PDF 化したオリジ
ナル教材（ J5、J6、J7 ）及び 立教大学大学教育・開発センターが刊行している「 Master of 
Writing 」（ J6、J7 ）を用いた。テキストは授業前に Bb で配信した。授業の練習の際は Zoom の
チャット機能や Google のツールを用い、各自作った文を入力させ、その場で FB を行った。また、
テーマ探しや作文の内容に対するアドバイスではブレイクアウトルームを用い、ペアやグループ
で意見交換を行った。作文は Word で作成し、基本的に Bb で提出を受け付けた。作文の FB は、
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6.4　J5 ～ J7 聴解・会話








































　正規学部留学生の 1 年生は「大学における学習、 生活に必要な日本語の基本的スキルの獲得」
を目指す「大学生の日本語」が必修科目となっており、春学期に A と B、秋学期に C と D を履
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3 月に PT を実施して J6、J7、J8 という 3 つのレベルに判定し、クラスではそれぞれのレベルに
合った手当てと成績評価をしている。具体的には、J8 の学生は漢字に振り仮名のない資料を読
むが、J6 の学生は振り仮名の振られた資料を語彙リストも参照しながら読むというような違い
があり、課題の成績評価においても同じ「 S 」評価を得るには J8 の学生は J6、J7 の学生より高
度な日本語が要求される。しかし、2020 年度は PT が実施できなかったため、全学生を便宜的に
J6 とし、学生たちが不利益を被らないように配慮した。




































のクラスでは例年は学期に 4 つのテーマで発表をしているが、3 つに減らした。「大学生の日本
語 B 」のクラスの例年の主な課題は、読解の内容把握のワークシート 2 つ、レジュメ 2 つ、レポ
ート 2 つとしているが、このうちレポートは 2 つから 1 つに減らした。また、授業時間外の負担
が大きくなりすぎないよう、授業時間内にも課題準備の時間を設けるようにした。













せる、Google フォームにコメントを書いて提出させる、Word ファイルにコメントを書いて Bb
に提出させる等、複数の選択肢を示すことにより、担当講師に過度な負担がかからないように留
意した。
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1 ） 立教大学日本語教育センター「日本語相談室」https://cjle.rikkyo.ac.jp/supportdesk（ 2020 年
12 月 29 日アクセス）
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